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　調蓬地域である／櫓県指徳地域1ζ，わ．，顛挺象テる

数鐵い地、、！磯馴溌対象地域のう宅1縫　糞地域の一つ

　　　　　　　地質、舞謬所　 いては従来寿’1

地域毛地表地質調蓬ご行し隠）てい蕎．また風源開発株式

、無社1こおいてもかな導大規模なll顕探査お虹び数ヵ所の

試錐を 獲いぐい悉．

本調 嚢は指犠地域麺おける地下構．＿職襲ぎ推定把握

すぞ蕊撚慧㎡つて，当地域1擦、・け論地熱資源開発1．資す

ることを1叢嚇と！〆ズ肴なわン！隻，たも、の鐙あり，賞群購8年曝

月1獣斜三i間，こわたり実施瀞舞た。

　なお講査轍は筆瀬姻娩槻小谷畏隆技官お丈び癖惣陽

朗技1，　副　　　．奮た議、力忙1プースアメリカン璽力

計A編レ蔦7を使縮し菰、

　礫泣二際して　醒拳開発株式麓籠ならび熱鹿児鳥県庁

｝ノら撃大の御助力をいただいた，とくに，電源開発株式

錨水力調査繍の各位力・らは種々の資料の貸与を憾，む御

懇篤なぞ繭助フン弘まゾ之二測脚）水醐躍弦1縄しては同社

州内用建設所の測量班‘方々　黛間的な御援助をいただ

いた。また鹿児島県庁企醐部開発課び）竹崎係長・郡山技

　　　　藻加麟　養大の御支援を賜ψ　：．ここ紅記

して厚、謝意を表ヂる次第｝もる、

驚、雛議おぶぴ交遂

鈎理！、羨幽．

　調濃地域は鹿児島県薩摩半島ぜ）菊鄭繊鹿児島湾鶴西

縁に位置し，階の調査範囲は指宿溺・山／騨ぎ・開聞町お

よび頴姓町のi市3町轍ま、t二が1），約20纏董がの繭積轍

及んだ，，調査地へず麟ヌ鹿児鳥駅から国鉄線麟磁線を利用

するこ遭二により所要磯間約！時聞鍵分位で指宿駅または

終藩駅山鎖駅瓢到達神嶺鵡ことができる。

本調査地域内の道路糸隙ま地域†央部の、慧峻な地形¢山

地部勇を除けば比ll或的よく発達しており，Uたが：）て，

調査の大部分慧ジーブを使用すぞ1、こ、と拠よウて能峯的庭

欝．地瀞納特徴

本調査≠翻．職ま薩摩半島の騒幹部に続くその北晒灘1を除

き，カルデラ火山の陥没1こ伴なう地溝状陥没地であそ）と

考えられる麗児、島湾と外海である太平洋続闘、∫三れており，

その大部分は世界的紅大規摸な陶多カルデラ囎北径約

捻km，東憂鰭。約鰯km）むi麗端琶卦部分を1占めてい

　。したが、）て，調査地域の大部分絃緩急の起伏を有す

ぞ頭1地であり，一一部で典型的癒カルヂラ地形を示じてい

ゐ．すなわち，阿多ヵルデラぴ北藤部は海浜より標高

4薦．9翻の大野臨標葛覗6，？拠の黛巣山に至る比高

蹴）かな！り大きな地域で転ξタにもかかわらず，地形は比較

的禦純でおおむね緩やかな起伏を有じているが，標高

9鍵mの開聞岱を鷺む阿多カルデラ外輪部およびそ麟内

部，地域中央部の山地はかなり地形が急峻である．これ

は陣多カルデラ内にプく小のカルデラ（池繊湖，鰻池，成

捻一（騒の



鹿児、賠聾嶽宿擁撰ξ、季撫穿 力分壌㌶妙び1こぞ¢）雄鑑下構藻盤について　（磐1縫谷　濡）

　川および山川〉および多くの大小〉火1二鱒詳擢1三して火μ．1

　性凹地形を譲す《濠ともに，葛数）外輪山および中央火

　口臨が凸ナ豊形を．濫してい懲ことに起隊1している嚢・、試お阿

多カルデラ内のづ＼カルデラ馨洋はほぽN導ポ㌃》の叢慧蓑鷲に配

ヂ葺し．ており，肇1た誤i菟シ癒を中’むとしてSつ（7）1憩蹴夢也ヲ移ヌ罫ほ

ぽN鱒。黙の方1鵜1る瀧i列している力裏これ・らぜ）3地形を諏

マーノレて院もる，き

轟．　糞斑質壌幾萎羅漂熊）

　本調1．圭、地域のほとんど大部分は火山噴出物把よつ硬ぐ覆

われてい惣，，すなわち，酵㌃多欝ノレデラ周ノ縁部1こは中塑f世ご

または鮮新世に噴出したと擢駕峯れる輝石蜘蜂岩轍鋤石英

安i㎜編欝が分哨了』竃た1矧鷲繕擁貧、戯び池磁溜1，鰻池周辺の

輝蕎安ll．i岩および鍋山熔岩び角閃安山墨熱ま更新世以降に

噴1霜したものと推定されている．なお，いわゆ孫転ンラ

ス鯵層も各地に発達分布している、，調査地域外の薩．摩半

、ぎの地質の概要としては，中生代のジ誌ラ紀ないし白璽

紀鴇属す喬と推定される時代未詳中生層緊　）る四万十層

群がかな迄／広範闘に分布壌恐こと，またこれを貫く第三

紀花醐岩類が1三i置郡に分布すること，薩摩半島薫鷺南蠕糊1

の饗讐問半レ鶴鐙◎加世難瞬奪に治、けて套窟1三紀のイ蔭瞬垂遡岩幅簗芽

英越釜砦卦お．歓び紛嬉｝など漆＼はll）四万十麟灘鉾徽誰むい監て分て布

乏．．て1いること，なお購閥半忌賠から桑応晦，餐薫宿隷1にズノけて

第．三紀調）輝石蜘．驚齋が分布してい嶺ことを挙ドる礁とが

できる．、上．記の花騰岩類および花闘斑岩・石英斑岩など

1．糊辺の題万十層群紅接触熱変質を与えてい盗．

　上述の薩摩半島の地質を大隅半島（署）地質と対比して考

えることは，これら両半島の生成機構，その他地下構造

鴬考えン捗念続きわめて重要である

慕．　1則驚および華麟羅

　羅．1測定

　重力測定に際しては主、としてジーブを使用㍍，広範臨

の調査区域を能率lil餐に測定したが，一部の測定において

は徒歩によつて最小必要限度鰹測定を行蹴ハた．もつ、と

も調査難数の制限もあり，理想的な測、・総讐疋尉行ない得

なかつた．特鑑，調査域中央の1．財書細道絡網◎発達は

き・）めて悪く，その璽ζ要些さにもかかわ餅》ず測定を警骸愛せ

ざるを得なかつたこ藷二は誠／こ遺‘憾であつた．

　測ド点の雌職準測量は電源開三発鰐セ式会招．川内燭建設1営び｝測

量班の方々によツて・行なわれ・たが，補足点ならび瓢補鋤

測点の標高はポーリン高慶計を使月馨して求めた、，蔦れら

の気、圧高度映讃・によつて樗尋高を芝拠）た、隷は第藁麟に駅ける

注隻）　　本節の熊述および後繊の地質の記述獣烹とし、

　　　《文献（蓋）によつた。

測、轄欝　曝艇番玉，ソ、上の測、献であ添．、これらむ測、熱4標蕩

1受　　霞5，慕鵜／’じF（義零差：を嚇’してい恐とみてよく，こ

れは醸1カ｛藏に醸欝ε叢慧壌撫以“下φ謬墨窯i灘となつて蟻轟わオギぐ

くるも疑）て黛療〉馨

　5．2補罵
　二補嚢、鳳して蓉鱗／潜飯／三，　　　　　．，食磁ヌ酵獅舞豆三こ舞よびド

リフi・補疋を行なつた凸これら軽、瀬1正のうち，！，、，叢舗駕

紅おけ瀦密度鑛定として1、卸全域にわた9て拶＝壌．欝酬

轍遥を使月響し，一一部区域にゆいては窮篇慧．○鋸葱灘皐を

贋いた．繭轡によ篠等重力線図　後出㊤第絹瀬であ蓼，

後器の仮定瓢．虹膿ものが鐸ぎ§図罠うる、、前嚢の仮定が全

域でなされ☆：理．i藁鶉こ舞ぎ駕1灘紅示され・賂名2！慰、・、獣のミ灘定櫨1

ζ緯、度補正済鰹〉一一標尋騰関係　（驚慧13導係）か‘、灘1され

た轡1鐸讐がほぼび瓢黛．鼠5黛〆縫が．であザ瓢と，

的にも瞳惣1．i地部の利永か疹池底瓢至《・測、・、、、群1｝闘する

餐畷運関｛系がやはり第劇．鑑iに汚そす、柔う紅拶罵壌，譲聾麗／礁騰欝

を一摯え．ることン瀞ら紅池底；撫方で行1娠われた慕力穆テの試

鏑三（いずれも深度は1ぼ50嚢獄灘肢　　・）る）か菱し運勲甜・れた

岩石資料（安霞岩質岩石〉欝個濾窯レ）密度塀ド均抑　穣

凱3釧鰍茎鞍）値1を示したことによト，なお同隠／痩㌧ヒ部の

ll鑛象て銭繁されるi舞騰系は鰭多カルデラ外i論窪i地域）爺す獣i

係であ愚、蜜た後者ぴ）仮定、．～、、歎見騰における継蕪／装／係が

第S図に欝糞されているように1　ぼδ嵩蕪、（）繧縁貰膚轍豊嫁

い値を示すこと，‘また欝度仮鷺　》生ずる不自然な異常

の蟻潔喉，あるい馨夢、雪iヤの鞍販威をみるた瀦冥、二なさ敷、た．懸

禽、1こ，落路，1碧轍は密度仮『定とL』ぐさら套小さい奮叢を／業鐸！

すべき区域も当然あ！3得るが，このような籔、域は概して

ツラス屡終沖積瀬などの分布すそ、ン平地部分まノ　由地織

辺であ蕎ために，特別（ノ嘘嬉燵を除いては，大き1．、㎜弄を

与え蓄之とが少ないものと考えられ難のて一応無糎．した

な藩欝醜響声翫の燈も／3：．ぎ或1約にン躯なりぴ　齋ぐヒをテ糞　シも¢）と

＝考えられ・るが　菰こでは融／概の竃熱、鳳、て…一律に○．3鑛

蕪m欝▽撒び）値輪1采鱗した。このδ騨／繍のイ欝の不轡！構ミさ

およびその非一様ll生は密度仮定の不養奮1、勝、轟生紅大い轍関遜

、』ごくることがら撃　．恐，，なミ！鱗懲騨カノレデラタト摩膿区憐或で

は雛暮隠i盗ジ鈴されノ、二郵一一鷺関｛系オ疹写潜度1仮『定、としてぜ篇濤．

5翼／鷺m暑程度び薩翫垂采用すべき○あるよう媒！惹われ、る箒

1義な戯靴鬼門三1礼、鷲帽ギ醗，大野鋸報ざよび1撫隣（オ鑓グ

チ）で採集した安i．E．雌園轡贋資料の灘す警事度は平均窯．蕪藝

／韓がでブ｝た　 し1かし，　胤の区繊1旙二周査勲ll勺．鉦あまり

菱　1℃綜ないので別に特別な密贋仮定は採用しなかつた。

　地形補疋としては燭．澱補正，極1近傍辮難三，近鋳補正は

各測点ご読肇行ない戸1欄補正および遠方補正は等補蕉

注幻　電酬妻、1．懸1熱媛綴輩御階癒／こ．酌貸｛終れた

　　　ものであ膝“

慧一（蓋誌至〉
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鱗3鱒　　鐙難鞠　孫（魚舞岳〉

値線を利用して行凝、＞た．それぞれ賦）補正範囲はそれぞ

れ○一盤倉m，20－i，○響○難，！，050～慧，εむOm，島§OG～織

春毒Omおよび欝夢OoO却総ゆ00獄である，，

6．　調蕉驚果おぷび黛の響禦

　第墨灘および第S図はそれぞれ密魔仮定グ淵慧．驚副撒尋

およびδ畷．瞭ノ磁がに対する等重力線図である灘．

　まず第姦図1こよつて叢力分布の概要をみてみよう．図

で明らかなように，等重力線は，尚部的な異常を無視す

れば，大略指宿半島の形状に類似な独線を描き，北西に

高く南東に低くなる傾向を有していることが指摘でき

る。薫た半，難北部域では等重力線はNWもしくはN醤W

の方向に流れかなり急激な重力傾鷹¢）存在を添し，鹿児

　注3）　麟中のA，黎，毒，熱の各線分はのもに第婁
　　　　図畿），無），の，雛）韓おい《それぞれその上の

　　　　重力変化が添される．

無一（蕪慧）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一…1

鶴湾地瀞辮．反鍛、乞如案乙ノ享奴』ぐいる、これ瓢反し，半，蓬、享

グ爾部オ」よび頴姓（溝イ）町1謡けてジ　鷺力線鈴講1委状

獄変イ雛1鱗署んでいる酬，一蹄、、葱え1よ，董簿マ方向もしく

は舗wwソ懲惣の1擁叢1線を深してお1），菰れら紅1璽角癒方

向4嚇力傾度は概して読1憾い値を示していッ，，

　以上ぴ・概略の重力分布業…応定性的1嬢鰭雪糟藁1童島下部

鈴基盤形）／／）灘蓼義　して考穀1滋とがで藷るが，入慮貞、

検討なし！こ遜ちに二基盤び　難鷺懸線が繕璽力線と類似4）

嬢向麟嚇1りるものと速嚢升す鳥こ擦・、tい巽の畿着危険て3あ

　さ輪，こ第魂節盗おいて地質ジ薄要を述べたが，薩摩半

毒、声　　　　　　癒万十！l、，！、鶴・らなる薩　響1、／義地が南北走し

東側で叢、傾，1、／を1獲側で緩傾斜をなし，こ‘時代未詳噌生

／l．1を貫♂、て第三紀花闘、曇類ヲ芦離しておもお諸々で周辺

鑓）中生羅茗㎜鞭懸熱変質を与えホノレンツ瓢ルス帯鷺葺威ぽノ，

申生震の地『浅都，鐸煮く花縫岩類が潜茎1三してVることを

欝一（1蓋騒）
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第轟顯　 麟九蝿ヅーゲ暴常麟（浅．熱地ラ難簗原麟轍よゐ）

暗示している。また野問半鳥部靴は花謝斑岩が多く，周

縁の申生暦瓢変質を与えて分布する．・…方大隅半、島には

その南部1こ鱗南羅本外帯の地域における最大の露繊灘積

を示して第蕪紀花闘岩類が分布U・また高隈山にも類似

購）花陶岩類がみられる．このような地質状況は両半島を

含む広い範闘轍わたウて大規模な花闘岩体が地下浅部に

潜在していξ之とを思わせ《1．このような事実から，指

宿地域においてもその基盤が花醐岩であ難とみてよいも

のと思われる．この推察の妥当性を示唆する事実として

池瞬湖縄辺に散在して発見された花闘岩塊の存在をあげ

る嬬とがで懸，甕た凱の鳳とは基盤深度がかなり浅い鉱

撫を騨鷺単して鳥・鵜ものと鷹な牽）輩藁る、、

　第霧図は薩甑大隅爾半、麟を禽む地域¢）ブーゲ異常図

であ餐滋〉，これをみると等重力線はほぼ薄北鱒走蓼，東

西方向の蛮化を示レている．第7図には，第毒図に示し

たほぼ東醤にとつ六：測線．蚤二の重力変イヒが題されている．

これらをみると鹿児島湾がかなりの低重力域となウてお

鰍　この部分で基盤が陥没状凹形を呈レてくることが推

察塔れ惹。なお第7図か疹鹿児島県爾部の地下深部の構

沿蕪） 　麟土地難院馴熱こよ擾＞。，

測地部測地第ゑ諜の許竃をうけ鳶撫

掲載に濃つては騰院

鷲一一（綴の
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）　　槍　　　G　　　論1

滋

x獣、』

　、×・、、』

×

羨」§i’縫》姦ぜ，蓑…薫鷲二齢鏡惣獲シ費二

遣とtノて鷲ンラツド強および勢ホき窒ビツチ灘ンうく嚢f側で、器

歩1・し，東側美孫、くなつて二い導｝グ彰ろうこ1、一、ご　　　一き・

指宿蝿辞或付近で寺よ菰の影響として大略○，ε凱琶訟至、歳m籏！

1斐（為罪蓑難芽方f趣」重プフ傾農1な善畿響鋸二とがいぐ、窒慕，

　態ス」二のよクン気鍵慧児要鶴｛薄タ磁瀞麺）鮭饗繋蓼お1二びま趣1幽杓づ・さ録

量ではもるが大局的允碁也下鴇、部の影饗，さ、）には指宿彰

鳥購部の太平洋海底地胤㎜1留構造がお．1二ぼす聾思われる未

知の影響を考え合せるとぎ，前述した、／こうに，指、鑓・、鶴

の基盤構造について職、身しい定性的判断を下すこと捻選

ける／くきであろう．すな鐸駄ρ，もuか参にこぴ糞也1域蟻塞

盤深度が…定であつたとしても，、焦記したようゾ籍牛下

で捻，量的な聞題は別として，おそらく類似的為、等顛、力

線の形状および傾向を星してくる“、ろうことが推察さ

瀬ノる爵』ら’であも、，

　以下においてさらにし景ボらくの間第感／藪捧渠基づいてざ

察を進め蓄）こととする．

　まずフ賛き毒づ趨下1韓疑ぴ反映とみ・られ恐異嚢かおよむζ／鞘部

的に顕著な異常を列挙すると次ど＿おり“　贔、，

　（磐　指宿半島北西部申央に顕著な覇翼形ぴ高重力域灘存

窃し，この商重力域慧さらに鶴ぜカルデラ壁1鋳獅　講簿

方紅伸び矢筈岳に及んでいる．

　鵜）　鬼門掌から’慰ケ浜捕と部1こ編壼く高1叢ヅ誰城σ）張りll粍、〆

が指摘できる、，な4、ぴ）高藁力域を“とLて麟甦力線の

方向が急変している。

　㈹　図醤　）A線の北部鑑A線観ほぽ平行して隔璽力域

が存在する。

　紛　鍋鳥岳から南方1こ張り出す高重プフ域1む存擁、1『る。

　㈲　下仙田南方か1㍉）鏡池，一1二野を経て池鐵榔ぴ二なが

る低重力域が存在する．

　㊧）　1嶽1三i三梓胡／こi翼し．“ぐはぞ鵡周辺の 霞力糞藍｝那ら，治、なりの

低重力域であることが推察野れる。

　（の　開購聾ぢ川繊憲、1こ1掲いイ癒㎜嚢ブ誤瓢罫存蓉三する、，

　（8）　鶏用繕y南蹄＼部，＿4ダr山よ1濠又毒，慧瑠iB・及）越イ践重力

∫繊が挙罫窪する，，

　縛）　手旨！慰・’終，1築填穏部盗デ鷺酎1猟ないしを痛し化1鷺1（〉蹉y向　～華錨1

力麟　灘列があり，繕重力線間隔　　憶湧小さく，大き

な葺塗プ7糞菓穫1を銃跨1＿Lぐい恐、

　！i幾　鬼門平から鱗多カルヅラ縫沿い紅開聞醤麓紅遂す

ン　1力奮鄭熟　　 ｝泌てヅくきい爵藪編ヤζ罫春二着三壌設董）。

　（三蓋）　な建、ジ胤治藩ごi才廓娼簿・　壽ノレデラタ桝轄i！．i預1拠（1）で垂旨

摘した1、議癒力域、一沿v、）て細隻い低戴力域が存在し，鑑れ

を鯵慰、≧し／亀で翻戴ソ藤泉のソ潰縁ヌ翼　甲変覧、、きご』・る胤とカ＆みら》舞、

　（鱒　慕．りil町の低重力域の濁縁で重力傾鷹が東画方向に

τ大とな鷲）て二い篭｝。

　㈱　また鍋、鵜爾部ジ急藁力域と川／蒐の低重力域の間

で薮力糞霧穫：　掬し1ヒフ」i鞠、ミ甲、欝、愛蛍更〆門ぐいる、

　／り、、ヒ列凱た特徴的』、．重力異常，、重第馨図の等藁力線鴎

斐11おいてもま》たく翻様1難指、，暮、き．，身ものである損

　（おから績）ま陵▽塞達、重力域に関して慧章ゆ｛蔚書の煮期安ヨ．葺

繋i瀦、紅び髪媛露進したよ硫う1舜1都てr診契鎌慧れ・た1聖ぢ『欝リノレ・デラ

外輪山を構成する、1ぎ期安一由岩類の密度鼠がいずれも平均

鷺，6諾／〔〕m3疏大溢獄値を櫛みことを考えると，これらジ

難常がすべて某運轡℃あ、、、花醐欝体　影、饗，ゐみを反映L

てい萎．，、、鑓）と、よ，こわン繋～、、意断定で蓼ない，，しかし古期安

1繍岩i頚と了蕪蕪簸．書裟導・つくるめて藁謹叢薫嘔籔とし℃菊龍蓑搾臓出
ご1勿と区、碧膨す象も韓“指・姫1㌦漆、、ノこ巽　戴フ顔或は褒董濃叢騰募1犬び）2翼麟乏と

して考、配ることがで継よう。

　馨）かξ〉継）までのイ氏重1プ翼或σ）うち，／5短）低1頚力糞或は舞ぎ3

黛管で麟、鍵，驚され式　3げの畷一ルを蓬の内煮蒙こもつて藩言む，

第＄図£）に需されたまぎ猛図」穏測線上の重力変化およ

びその／酉剰茎載力　 りここが一構叢）1鰯没メ旭｝欝であることが

亙暮一一（14、6）
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第8麟　ω　　A測線驚力変ぐ瞬／l懸および余無嘘．毒曲諜

推察される。なオ戯　図中の矢蒔i篠は断層状構3幾の菩融三を翠

す．したがって，これら3っのマーリレは勲の陥没地帯の

地下の弱線に沿つて生じたものと思われる．なお蔦の南

北に池田湖および開聞岳が存在する鑑とはきわめて興味

深い．

　（6）に関しては池出湖内の重ガ／直が不明であるため，明

確な推定を示すことはできないが・第農図紅翠され愚雑

定等重力線を用いて図中の！、測線上鎖重力変化および余

剰重ガを求めた第呂図歳）をみる恭池糠湖がかなりの

低重ガ域であ孫るとがわか嶺．同図の三角、強で示した変

化曲線は大局的な傾向とレて同図実線で衆した重力値と

観測値との差を景しだものであり，靴れによると池田瀬

の下部ではかなセ／の質量の欠損が生じていることが推i定

さ勲，る．寒た騨多カルデ礎壁と油田湖岸の接する部分で

はかなり急激な重力値の変化が存在し、ている鉱とが指摘

でき獲）．以上の事実は池騒三i湖がヵルデ夢灘であ恐撫する

地形学的，地質学的、兇解を蔑書きするものであ！），池i三9

カルデ夢生成紅際してはかなりの量の騰出物があつた鵜

とが椎定される、，

　⑧に関してはこの低重力域の中でのさらに小規模な低

重力異常域として成川瞬、1洲港をあげる捻義がで惑恐、、こ

れらは鰻濾と、』墨、1こいずれも爆発カルデラであ凝流考え

られておゆ，鰻池を除いて明瞭紅これらの地下の質量欠

撮を反映している．鰻池に関しては測点密度，測点灘置

の関係で重方分布の反映をとらえ護意とはできない．

　鋤から⑱寮での大きな構造性を反映す撮漉思われる顕

著激重力異常鈴うち，纈は㈹とともにこの地域の地体構

造i論滋難わめて重要な意義を有してい導．すでに述べた

よう紅指宿半島北裏講鱒漉児島湾地溝鐙西縁に当紅1，その

構造線の…都が半島北蔀に存在するものと推定されてい

　第纏図には明らか観こ（～）反映があ疹わ麟てお犠調査

地北西部では等重方線レ懲二海岸線にほぽ平行1こ北藤方向に

走9て麟り，宮ケ浜以東ではややその走陶を北に変え北

北舜買に走つてい恐．なお所・々に等重力線間隔が狭くなり，

等重力線の密集した区域が帯状に存在しているが，ここ

には断層賦）存在が推定され恐．第8図粉および第慕図

の　の測線鷺および舞上の重力分布および余剰重力から

もこの半島北部に鹿児，鴨湾地溝の西縁をなす構造線の存

在およびこれにほぼ平行する断層の存在が伺える．⑯に

関しては阿多力鳥デ肇壁傷存在お、飢び一部分で阿多，池

田両カルデラ壁が重なり合つており，当然重力傾度の急

欝一（無7／
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雛8図　粉　鴛鑓線薫プ擬化熱線隷よび余禦j重力熱線

1敷な重曽ヅく力落予・想さ牙していたも拶）である雛（鱒に1萄してはこ

こにかなりの落差をもつた構造を考えることができ蕎〉が

瀧の北部驚関しては調査が行なわれていないため谷場以

北の構造は不明である．（鱒φ事実はこ凱）低重力域で基盤

の陥没形状が推定されるが，蔦の区域φ南部の重力分布

が不明であるためあまり多きをいうこと慧できないが鍋

／誌岳ト懲イデあた靴）｝赫ら張乏タ珪1している購i璽ソ誕或と1菊音i！

の州尻の低重力域およびその西部の重力異常と群）関係か

らここに断層の存在が推定できる．

　以上の記述はすべて第嶺翼院基づいた考察の結果であ

るが，第誉図からもまつたく同様の所見が得られる。し．

かし細部に関しズは必ずしも同じ所見が得られるとは限

らない．例えば第4図A測線と同一の測線ま誠．〉重力分聯

も第8図狼）に示したよう紅少しく異なつてくる。すな

わち，図に明らかなよ鯨1二，池ぼ1湖麟岸の尾下付近の重

力値の変化嫁ここにカルデラ壁轟存在を示すような急な

変化が半難然とあら｝払れいぐいるようであゐし，また成ノuお

よび山州爾カルデ導の存在紅対応する重力値の変化もよ

！〕明瞭になつてきている。また高重力域および低重力域

の範囲その形状も多少異なり，また断層推定位置も多少

ずれてくるが全般的にいつて所見を大きく嚢跳るほどの

変化はあまりみられない．測定点の灘麗その密度および

一一様な密痩仮定を行なわざるを得ないこ払　瀞ら硫は

融／紘調）値の不明確さを考えるとどの密度仮定がよいか

慧○一（i48）
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獅麟　の　至）測綜還力変イ輪！l線オ鉱び余獺黛力曲糠

は一概鷺断定するこ～二はできない。

しかし，平地部分およびその罵辺

μ．i地部分，すなわち，第5図の等

重力線記入範囲では密度仮定とし

でぴ諾窯．轄！撒書を罵いた方がよ

む妥当であぞ〉ように思われる。と

くに決定的1慧氏密度仮定を採用す

べ懸だと思われる個所，したがつ

て，駈見が窯つたく異なってくる

個所は一個所あり，それは調査地

域北東端の魚見欝南麓である．す

でに魚見・欝周辺萄峯で醸こ｛銭密度仮定

が妥当であることは指摘されてい

る．この区域の重力異常をみ恐と

第誌図では魚見岳南麓に小規模の

高重力異常が存在し，これに反し

て，密度が濤、蕗鏡轍薫象を示す古期

安山岩が分布する魚見欝に弱小の

低重力域が存在してい誉・．ちなみ

雛一…（薫鱒）
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、払魚見岱南部で等重力線は急激な曲りを示し，蔦凱に

示差酌な構遣◎存在を示竣してい難．この1誌は魚見岳

の爾期安出岩が薄▽・1カルゲラ壁を形成し，北繭にシラス

屠が．比較濤勺厚1くゴン総聯奇してい蕎乙と，そして南部砂纒詳葱都

で隷示差的な基盤の構造変化を生じてい導と推建するこ

とによつて了解できゐことでザ／

　以上のような考察から，第農図および第§図を対照勘

案して第劉灘に示される指宿地域の地質構造図が得られ

い熱断層状構造は，鹿鷺、…語湾地溝生成瓢関係する菟、のと

阿多カルデラおよび池ほ播ルデ謄生成に関係あるものと

窯つに大拶ilできるようであり，特続前者に属す葛も疑）が

指宿半島北部轍勢く分布する。一方この地域で特徴的な

池田ヵルデラ，池底火購，鰻池，成溝，ll洲の各爆発性

のカルデラの配列にみられるほぼ北西西紅近い方向の構

造！がみられないことは注議されるべ隊である。結論的に

い肉．ば指宿半島北部地域では鹿児量鶏湾地溝の西縁をなす

構造線轍平行な裂簿系が支配的であり，鉱れに斜交する

裂縛系が副次的頓発達してい《〉ことが想像され，後者は

llミた附多治ルデラ生成にも関係を有3ることが思考され

る．なお附多欝ルデラ壁の北都境界は不分明であるが，

一一応魚見揺』から鬼ド彗平に1ほぼ東西に遵な巴；）て『存諌三する断

1韓状構遣がそれを畢／べてい恐ので／まないかと推定され

そ｛）。第嚢図には窟た温泉，噴気分布が黒点で，変質帯が

　　　　　　　窟た図中、燃線で囲まれた範曝は基

盤隆起部と推定される区域である。

　第驚図には電源開発株式会社で行なつた電気探査の測

線駕置が示さ才もてい為。図申の亙、1の記号は比抵抗値から

推定された基盤爾の上昇部癒示し，蓑，駐．は基盤深度が

盤一一（欝藤）
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かな諺深い縫多（）叙》難翔、．圭二）、獺義麓審れ涜1郡分調　〉ること

を示している．欺お，数測線の交姦する区域の斜線で難さ

れた範囲／基盤深度がかなり浅い（約灘）漁以浅）と推定

される撚：／．嚢であるハこ　　一第参図、と耗較｛ノて猟》と，鱗ぎ

欝図余ト麟鞍雛｝グ約’韓蓬郵ジ，．．熱び瀬撃糞が董菱力／礎♂、暴！軽推

れたi基盤の隣i旗需導1こ入）．’．1たU耳，じ弓ξ雪妻零れた鍼藪雛葺1嘘

すべて、ζ、醸銀で興1まれ、た鎌慧囲内瓢、入つてお善，、点赫乏i翼」或タト

で嶺嚢探のi講懸1盤携、獲が深くなつて㌧・る礁

ており，推．定断層部分でN、聾、記号となる個琳

聡聴．・、ヒび（滋損懸泉で叢忍給1ニンれ，る，以｝1＿’結葺墨を斑≧合

概泓　重力探査の結果と電探の結築は定性的紅、こミ、

を饗受一しズい恐という＿とが1で難、｝こう。

　つぎに1温泉，噴澱鷺よび変、繋野滞偽分布、と戴力異常

関係紀ついて少しく触れ写ブよう．第騒図をみ≧1，と

～㌧

致

、の

鴛1ガ

異・常淘から擢、翫響れる鱒鞭饗羨と鑑議、泉，贋ζなどぴ関イ系1～トー

部：対応が凌ア1そ・う｝籠警えるが，鰻池および池底燭辺（7）…蒔

気二熱よび1変質膣　分鳩了と欝｝、婆系との懲i係鱒蝦つたく不明

である亡，こ鐙寿銘建簿菱，遜黄気およ

び変質帯分布（）規則性はかなり

、緯、、巻、幾勺に撃夢えることができる姶

たとえ／、ご第i！図の実線で紫され

る嚢うな北東性配列，窟た破線

噺ラ糞さ｝麹ゼ虻うな；1鎗ナぎ鷲三配列あ

恐いは鎖華泉で潜脅した、よつ捻、南雌歓

／盤配列などを、轡、定する胤とがで

き貰　　これ、らのい甲ダ濠侵、治曳．正しい

治は軽々しく断定す鵜こと／、鼻で

きないン・’，一一応断裂系と船関係

麹重視するときは北都低鍵、区域

でザ窪第§図笑ノ．、恥浪拷　ような．浦紅

；i繊霧系列が，また中・央1、i㎜i壽趨膏餐で

！　！二、・しろ基盤欝按1）懲．起と拶撲薄連

から北．簾方向の醗列が有力に考

歯鼎蟻，1も導治属も黄蓑もない群な悪∫ブく

小一診ルヂラの配列方向も無視で

き捻、い，，霧更づ綾　こ，薯i見養三薪とこ．

ろ，われ嚢離・濾燕の聞是套繋彰対し

いご三渓一当遥羅霧な半1鰐定を・「い婁一ことは

て．きないも蹴）な．灘凡ら象も馨。

　　　　　　　　　　　　　　ア．　要難勺および覧寮奮糞醤

努　響輝♪　　　　　　　主ヨして陣，、ダカルゲラ内分地

　　　　　　　　　　　　一ド構、遺をゴ角幕卿計することを1三ぽ掬と

　　　　　　　　　　　　して・行1、β　れた重力 探査の叢，1果

　　　　　　　　　　　　講じう、な範興1朱ζκ、〉“）庵、のであ参婆

　当地触襲のll慰卜繕蘇t鐙　1概要＿雑三定するこ1とオ薫できた。すな

　愛転（旗簿多爵ルヴfラ5鮎よびその内葡望1〉小カルデ謄群の

　宥二雛三を反映す　　㎜叢力艶還、牌が騰　　れた，　このうち，溺多カ

　ノレデラ1薫縛爵のカノレデラ董鞭，　罫肴する｛糞を常鎗定二（船部分把ン磐

　欺船の示難鱒1よ構造の存在を鱗している。（2）地域北都、）

　重力傾度はぎ激露》て大きく，＿こが鹿児、賄漣露鞄灘蕃の季薫爾

縁1こ讃、ノている胤とが締、疋聴た。㈹この構短線1、冊1行

　す貰大小の断麟ぴ）存在が推貫一尋れノ、そ（煽果今和泉北

　部では北西系の断裂系の存唾三が，繭部てギ．．北北西糸¢断

　i饗率“推定さン1窪、た．忽）象たこれらぐ鉦牟豫交する1噺層状1韓1遣

　の存在が推定された、、このうち魚見懸南麓紅存在・蚕る示

　差的1浄、構造はプフルヂ嚇藩の肇騒鎚、趨、－無する耀♪と思われ

　る．樹なお，基盤ジ』1隆起を反映するものとみられξ・高重

　力∫．黛ノダ、轟．オ粧旨摘さ奪し，♂電誘渠結果との粛寸比がズま1さ珪玉た。

　結讐、，ま定性的に比較約よい一歎が・焉、）脳た。

　　　　挺温泉，噴1、議お歓び変質帯の分y事糞，編列瓢対する

　考察がな、§れた．その結果断裂系との関連のもとに北部

2馨一（i雛）
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驚u麟　　湯泉・

平地部では北北西配列が，申央山地部では基盤の隆起を

考えて北東方向の配列が考えられξ鳳とが示唆的紅述べ

　以上の成果は地熱資源開発を目的とする場合にはまだ

かなり不充分なものであるが，種疫の悪条件一一一たとえ

ば地形が険峻で道路網が発達していないこと，また補正

上の問題など一詔下の短期間の調査としては一応の蒲的

は達成されたものと考えられる．本調査はあく憲でも翔

多ヵルデラ内の地下溝造の概要を明らかにすることを覇

的とす蕎第蕊段階的な性質の調査であ塾，第2段階のよ

り精細な調査の基礎とな1ζ）べき3
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